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Ⅰ 「建学の精神」について 

 

知性を広げ 望みを高くし 感受性を豊かにし そして神を知らせる 

この言葉は、大阪の川口居留地で米国聖公会宣教師として活躍していたクインビー 

司祭が、1875（明治 8）年 3 月 20 日付で本国へ書き送った手紙の中にあります。米国   

聖公会ミッションの中心人物であったウイリアムズ主教による女学校設立の方針に沿っ

て、その準備にとりかかっていた時に述べられたものです。 

この建学の精神は、本学院の教育の根底に流れていますキリスト教精神に基づいた 

教育理念であり、今日に至るまで受け継がれています。 

Ⅱ 理事長・学院長・大学学長からのメッセージ 

「2016年度 学校法人平安女学院事業報告書」がまとまりましたので、ご報告申し上げ

ます。 

学院にとって大型事業となる中学校・高等学校校舎耐震補強工事を 2016年7月から2017

年 3月にかけて行いました。その間、中学校・高等学校ともに旧京都市立小学校校舎での

授業となり、関係各位にはご不便をおかけいたしましたが、耐震補強による安心・安全の

向上はもちろんのこと、クラブボックスの改修や、校舎美装などの諸工事を同時に施した

ため、以前よりも整った環境で学校生活を過ごせるようになりました。 

2016年 12月に出版した拙著『平安女学院大学の奇跡（PHP研究所発行）』でも触れてお

りますが、本学では『心の偏差値』が高い女性を育成する教育を実践しております。 

大学の方でも、茶道・華道・着付けなどの授業を通して、日本人女性としての『おもて

なしの精神』を養い、社会に出て即戦力として活躍することができる『躾・心得・愛』を

身に付けた、『貴品女性』の育成に努めております。その成果の一つとして、一流企業や公

立教育施設・保育施設などに多数の学生が就職していることを含め、５年連続で就職率

100％を達成しておりますことは、平安女学院大学の卒業生が社会で大きく評価されてい

ることの裏付けであると喜んでおります。 

平安女学院は、長い歴史と伝統に育まれたキリスト教精神に基づいた教育理念を受け継

ぎながら、教職員が生徒一人ひとりに目を配りし、きめ細やかに対応して参ります。 

 

 

学校法人平安女学院 理事長・学院長 

平 安 女 学 院 大 学 学 長 

山岡 景一郎 
 

  

「平安女学院のミッション宣言」 

平安女学院は、21世紀に生きる夢のある学院として、輝くビジョンを

旗印として掲げ、教職員は魅力ある人間となるため、常に研鑽に務め、危

機感を持ち、勇気と創造力により改革を推進します。 

全学院が一致協力のもと、中高大一貫教育を進めるための、教育課程を

根本から見直すと共に、夢のある学科コースの創造に務めます。 

労使協調のもと、健全な財政に基づき、教学の強化発展を図り、建学の

精神であるキリスト教の教えに立ち、心身ともに自立し、日々変革する社

会に適応しながら、感受性豊かで、知性と愛のある女性を育成します。 
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Ⅲ 法人の概要 

 

１．設置する学校・学部・学科等  （2016年4月1日現在） 

（１）平安女学院大学 

国際観光学部  国際観光学科  （京都キャンパス） 

子ども教育学部 子ども教育学科 （高槻キャンパス） 

（２）平安女学院大学短期大学部 （高槻キャンパス） 

保育科 

（３）平安女学院高等学校（全日制課程 普通科） （京都キャンパス） 

（４）平安女学院中学校 （京都キャンパス） 

（５）平安女学院大学附属幼稚園 （高槻キャンパス） 

 

２．キャンパス所在地 （2016 年 4 月 1 日現在） 

京都キャンパス 京都府京都市上京区下立売通烏丸西入五町目町１７２番地の２ 

高槻キャンパス 大阪府高槻市南平台五丁目８１番１号 

 

３．理事・監事・評議員 （2016年 4月 1日現在） 

〔理 事〕 （５人） 

理 事 長 山岡 景一郎 学院長、大学学長 

理  事 浦地 洪一 元 中学校高等学校校長 

理  事 磯野 眞紀子 短期大学部学部長 

理  事 黒田 裕 ウイリアムス神学館副館長 

理  事 山岡 祥子 国際観光学部教授 

※関根秀爾氏（裏千家事務総長）が 2016年 12月 1日付で理事に就任しました。 

〔監 事〕 （２人） 

監  事 ※西口 博之 大阪大学大学院非常勤講師 

監  事 下元 光明 司法書士 

※西口博之監事は 2016 年 9 月 30 日に辞任し、10 月 1 日付で瀧紘一氏（元京都府亀岡地方振興局長）

が監事に就任しました。 

〔評 議 員〕 （11人） 

山岡 景一郎 理事長 毛利 憲一 国際観光学部長 

浦地 洪一 理事 黒井 いく 国際観光学部教授 

磯野 眞紀子 理事 大峯 有次郎 学校法人職員 

黒田 裕 理事 格谷 佳与子 校友会常任幹事 

山岡 祥子 理事 戸田 貴子 大学後援会顧問 

谷口 𠮷弘 副学長､中高校長 

※関根秀爾理事、今井千和世氏（中高副校長）が 2016年 12月 1日付で評議員に就任しました。  
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４．学院長、学校長、大学副学長・学部長 （2016 年 4 月 1 日現在） 

〔学院長〕 

名誉学院長 千 玄室  学院長 山岡 景一郎 

〔平安女学院大学・短期大学部〕 〔平安女学院中学校高等学校〕 

学 長 山岡 景一郎 校 長（兼任） 谷口 𠮷弘 

副学長 谷口 𠮷弘  

国際観光学部長 毛利 憲一 〔平安女学院大学附属幼稚園〕 

子ども教育学部長 三木 正博 園 長 金子 真理 

短期大学部長 磯野 眞紀子 

５．入学定員、学生数等の状況 （2016年5月1日現在） 

（１）平安女学院大学 （単位：人） 

学 部 学 科 
入学 

定員 

収容

定員

※1 

在学生数 

１年 ２年 ３年 ４年 計 

国際観光学部 国際観光学科 90 380 58 55 78 64 255 

子ども教育学部 子ども教育学科 90 380 47 56 53 80 236 

総   計 180 760 105 111 131 144 491 

※1 各学部の編入学定員 20人を含む 

（２）平安女学院大学短期大学部 保育科 （単位：人） 

入学 

定員 

収容 

定員 

在学生数 

１年 ２年 計 

100 200 57 72 129 

（３）平安女学院高等学校 （単位：人） 

入学 

定員 

収容 

定員 

在学生数 

１年 ２年 ３年 計 

320 960 158 134 100 392 

（４）平安女学院中学校 （単位：人） 

入学 

定員 

収容 

定員 

在学生数 

１年 ２年 ３年 計 

160 480 55 30 39 124 
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（５）平安女学院大学附属幼稚園 （単位：人） 

３歳児  

定員 

収容 

定員 

在園児数 

３歳児  ４歳児 ５歳児 計 

25 95 32 26 20 78 

（６）平安女学院  学生・生徒・園児総数・新入生総数 （単位：人） 

 

学生・生徒・園児数 （ ）内は「新入生数」 参考 

2015年 5月 1日 

現在 

2016年 5月 1日 

現在 
年間増減 

2017年 5月 1日 

現在 

大 

学 

国際観光学部 251( 56) 255( 58) +4( +2) 284( 82) 

子ども教育学部 236( 57) 236( 47) 0(-10) 217( 62) 

小 計 487(113) 491(105) +4( -8) 501(144) 

短 期 大 学 部 162( 76) 129( 57) -33(-19) 126( 70) 

平安女学院高等学校 337(135) 392(156) +55(+21) 419(130) 

平 安 女 学 院 中 学 校 121( 31) 124(55) +3(+24) 138( 52) 

大 学 附 属 幼 稚 園 72( 26) 78(36) +6(+10) 92( 37) 

在学生総数 1,179(381) 1,214(409) +35(+28) 1,276(433) 

 

 

(７）平安女学院  学生・生徒・園児総数の推移 (単位：人） 
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６．教職員の人数 (2016年 5月 1日現在） 

(１）教 員 

平安女学院大学・短期大学部 ( ）内は、特任教員内数 (単位：人） 

区 分 

専任(特任） 
兼 任 

(非常勤講師) 
合 計 

教授 准教授 講師 助教 計 

国際観光学部 11( 7） 6(1） 1(1） 1(1） 19(10） 16 35 

子ども教育学部 7( 4） 4(0） 4(2） 2(1） 17( 7） 17 34 

大学計 18(11） 10(1） 5(3） 3(2） 36(17） 33 69 

短期大学部   4( 1） 3(0） 1(0） 5(2） 13( 3） 6 19 

平安女学院高等学校 (単位：人） 

区 分 

専  任 
兼 任 

(非常勤講師) 
合 計 

学校長 副校長 教諭 助教諭 常勤講師 計 

全 校 1 1 31 1 7 41 19 60 

平安女学院中学校 (単位：人） 

区 分 

専  任 
兼 任 

(非常勤講師) 
合 計 

学校長 副校長 教諭 助教諭 常勤講師 計 

全 校 0 1 9 1 2 13 5 18 

        ※学校長は中学校・高等学校兼務 

平安女学院大学附属幼稚園 (単位：人） 

区 分 

専  任 兼 任 

 
合 計 

園長 教諭 嘱託 計 

全 園 1 5 1 7 0 7 

(２）職 員 (単位：人） 

区 分 法人本部 大学短大 中学高校 幼稚園 合 計 

専任職員 12 16 8 0 36 

嘱  託 7 19 4 0 30 

契約職員 0 0 1 0 1 

パートタイマー 2 17 3 10 32 

計 21 52 16 10 99 
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(３）教員・職員数の推移 (単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．学院の沿革 

1875年 9月 米国聖公会宣教師ミス・エレン・G・エディが、大阪の川口にあつた居留地内に  

「エディの学校」を設立、生徒3名 

1880年 4月 学校名を聖書の言葉から「照暗女学校」(英語名St.Agne’s School）と改称 

1892年 7月 米国聖公会は、京都での宣教を決議し、照暗女学校についても京都移転を決定フ

ィラデルフィア市聖三一教会からの寄付3,000ドルにより、学校と教会の用地

1,672坪(5,520㎡）を取得（教会と現 中高敷地の68％） 

1894年11月 校名を「平安女学院」と改め、翌年4月の京都での開校を決定 

1895年 6月 新校舎(現「明治館」）が落成 

〃  9月 始業式。9月に新入生12名が加わり、生徒20名 

1915年 4月 「聖三一幼稚園」を開設 

1947年 4月 新たな六三制教育制度のスタートに合わせ、「平安女学院中学校」を設置 

1948年 4月 「平安女学院高等学校」を設置 

1950年 4月 「平安女学院短期大学」を開学 

1966年 4月 聖三一幼稚園を「平安女学院幼稚園」に改称 

1987年 4月 短期大学、幼稚園を大阪府高槻市南平台に新設した高槻キャンパスに移転 

2000年 4月 創立125周年を機に「平安女学院大学」を滋賀県守山市にて開学 

2002年 4月 短期大学を「平安女学院大学短期大学部」に改称 

2005年 4月 高槻キャンパスにびわ湖守山キャンパスを統合 

2007年 4月 研究環境を考慮し、「国際観光学部」を京都キャンパスに開設 

〃 幼稚園を大学の附属とし、「平安女学院大学附属幼稚園」に改称 

2008年 8月 旧京都地方裁判所所長官舎(2,148㎡）を大学施設として取得(現「有栖館」） 

2009年 4月 大学「生活福祉学部」の募集を停止し、新たに「子ども学部」を開設 

2014年 4月 高等学校に「幼児教育進学コース」開設 

2015年 4月 大学「子ども学部」を「子ども教育学部」に名称変更  
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Ⅳ 事業の概要 

１．法人 

(１）主要行事等について 

ア．142周年創立記念式典 

2017年 1月 21日、平安女学院 142周年創立記念式典を挙行しました。聖アグネス教会で

創立記念礼拝・式典を執り行った後、永年勤続者・アグネス賞の表彰を行いました。 

(ア）永年勤続(25年）表彰 (敬称略） 

氏  名 所 属 等 就 任 年 月 日 

外尾 陽子 大学職員 1991年 4月 1日 

(イ）アグネス賞表彰者一覧表 (敬称略） 

賞区分 氏名・団体名 表 彰 理 由 

貢献賞 浜田 泰介 絵画「赤富士と桜（50 号）」を寄贈いただいた。 

貢献賞 裏千家茶道講師陣 
理論と実践を組み合わせた茶道の授業を通して、国内外で

活躍できる人材の育成に取り組んでいただいている。 

努力賞 
京都キャンパス 

イルミネーション委員会 

アグネスイルミネーションを通じて、平安女学院を広くア

ピールした。 

努力賞 
高槻キャンパス 

イルミネーション部 

地域に愛される大学として、本学の広報活動に貢献してき

た。 

努力賞 

大学ダンス部 
部長 福島ひな 

副部長 長坂 江里子 

大学行事及び地域行事に 4年間、活気を与え続けた活動を

行った。 

努力賞 
保育科 2年生 

海部 遥香 

「母の優しさ 家事担い気づく」のエッセイが、朝日新聞

「若い世代」に掲載された。 

努力賞 
高校 3年生 

宮地 星詞留 

中学より 6年間、新体操を行い、本校だけでなく京都府の

競技力向上にも大きく貢献した。 

イ．有栖館(国の登録有形文化財） 

2016年度の有栖館特別公開は、4月 6日～10日の 5日間と 11月 1日～6日の 6日間に実

施し、合わせて 1,417 名の方が来館されました。この他、京都府観光協会主催「京の夏の

旅」（7月 9日～9月 30日）で特別公開をしました（来館者 17,617名）。 

(２）寄附金募集事業 

《2016 年度 寄附金(募金)額と前年比》 (単位：件、万円） 

寄附内訳 件数 金額 前年比 

①教育強化募金 37 398 +246 

②学院振興寄付 1 9 -87 

③文化財保存整備事業 6 583 +409 

④奨学金事業 170 52 +3 

⑤使途指定寄付 8 802 -171 

合 計 222 1,842 +401 

    

現 物 寄 附 9 555 -6,871 
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(３）学債の発行 

ア．学債の発行・残高状況 (単位：件、万円） 

 件数 金額 

①2016年 3月末学債残高 198 60,390 

②2016年度の学債発行 86 22,080 

③2016年度の学債償還 3 380 

③期末学債残高(2017年 3月末） 281 82,090 

イ．期末(2017年 3月末）における学債申込者内訳 (単位：件、万円） 

 残高件数 残高金額 

理事・評議員・教職員等 31 5,920 

大学在校生・保護者・保護者親戚 101 28,130 

卒業生・校友会等 149 48,040 

合計 281 82,090 

(４）校友会の活動 

ア．校友会京都支部会を開催 

2016年 9月 22日、59名の方にご参加いただき「パイプオルガンコンサート」を聖アグネ

ス教会で開催しました。コンサートの後は、京都キャンパス室町館に今年オープンした平安

女学院大学「エディカフェ」にて語らいの時をもち旧交を温めました。 

イ．ホームカミングデー2016 

2016年 11月 5日、本年は高槻キャンパスで開催された京都・高槻両キャンパス合同の大

学祭「平女祭」と同日に開催をいたしました。校友会総会には卒業生含む約 50名にご出席

をいただき、総会後は平女祭で懐かしいひと時を過ごしていただきました。 

ウ．校友会役員 

2016 年 11 月 5 日の校友会総会で、任期満了による役員および会計監査が改選されまし

た。任期は、2016年 10月 1日から 2018年 9月 30日までです。 

【平安女学院校友会 役員・会計監査 名簿】※幹事(12名)は省略 

役 員 氏 名 会員区分 役 員 氏 名 会員区分 

名誉会長 山岡 景一郎 第 2号会員 常任幹事 井上 厚子 第 1号会員 

会 長 磯野 眞紀子 第 1号会員 〃 格谷 佳与子 第 1号会員 

副会長 黒井 いく 第１号会員 〃 前田 康子 第１号会員 

〃 菅原 さと子 第１号会員 〃 今井 千和世 第 2号会員 

〃 戸田 貴子 第 3号会員 〃 谷口 𠮷弘 第 2号会員 

      

会計監査 栗田 康文 第 2号会員 会計監査 森  天宏 第 2号会員 

 

金利 

・2014年度 

3年物…1.10％ 

5年物…1.30％ 

・2015年度 

3年物…0.50％ 

6年物…0.60％ 
・2016年度 

3年物…0.80％ 

6年物…1.20％ 
・2017年度 

3年物…0.60％ 

6年物…1.00％ 

 

※学債は、2014年 3月よ

り取扱開始 

（期末残高） 

・2013年度末 

…1,520万円（2件） 

・2014年度末 

…58,030万円(189件) 
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２．大学・短期大学部 

（1）主な教育活動とイベント 

ア．大学全体 

（ア）山岡学長が「平安女学院大学の奇跡」を出版 

これまでの学院再生・大学改革を振り返り、自らの生き方と教育のあるべき姿を

語る「平安女学院大学の奇跡」が 2016 年 12 月 12 日に出版されました。 

2017 年 1 月 17 日には京都市内の大型書店で出版記念サイン会を開催。1 月 21 日

には名誉学院長である裏千家 千玄室大宗匠、山田啓二京都府知事、門川大作京都市

長をはじめ、各界より多くの方々にご臨席いただき出版記念会・祝賀会を開催しま

した。 

（イ）高槻キャンパス内に「平安女学院大学」バス停を新設 

学生の安心・安全な通学路を確保すべく、2016 年 9 月に着工した 5 号館奥側の敷

地にバス停新設工事が完工し、2017 年 3 月 14 日に竣工式を迎えました。本格的な

運用は 4 月 1 日からとなりますが、3 月 16 日の卒業式及び前日の予行演習の際には

臨時直行便が運行され、本年の卒業生が最初の利用者となりました。 

（ウ）京都・高槻 両キャンパスにてイルミネーションを点灯 

京都キャンパスでは 2016 年 11 月 24 日に、「煌めきの世界へようこそ！ ～It’s 

showtime!!～」をテーマとしたイルミネーションの点灯式が行われました。イルミ

ネーションのテントにはピエロや象のオブジェが配置され、冬のサーカスショーの

ようです。 

高槻キャンパスでは 12 月 2 日に点灯式が行われ、テーマは「Snow Forest ～丘

の上のネコの大冒険～」。キャンパスのメイン通路の樹木に取り付けられたＬＥＤ

ライトは白色を基調としており、京都キャンパスとはまた違った雰囲気です。 

両キャンパスとも、イルミネーションクラブメンバーが長時間をかけて創作した

力作で、12 月 25 日まで毎日点灯し、近隣の方に楽しんでいただきました。 

（エ）囲碁女流名人戦が有栖館で行われ、翌日は学生との交流会を開催 

産経新聞社主催の囲碁タイトル戦「第 29 期 囲碁女流名人戦三番勝負」の第 1 局

が、2017 年 3 月 1 日午前 9 時 30 分から本学の有栖館で行われ、翌 3 月 2 日には、

エディカフェにて棋士のお二人と学生との交流会が行われました。 

（オ）平成 28 年度 教員免許状更新講習を開講 

2016 年 8 月 3 日から 8 月 19 日にかけて、京都・高槻両キャンパスにおいて教員

免許状更新講習を開講、全 10 講座 606 名の方が学ばれました。連日の猛暑の中、必

修科目の「教職の諸課題と解決方法」は 136 名、人気の「京都の伝統文化」は 3 講

座・200 名と、多くの受講生が集まりました。京都の街を再発見するフィールドワ

ークや、裏千家学園での茶道体験等、盛りだくさんの内容で好評でした。 
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イ．国際観光学部 

（ア）学生の要望からできた「エディカフェ」が 4 月にオープン 

従来の学生食堂のイメージを覆し、女子大らしい華やぎと落ち着きのあるスペー

スが誕生しました。食事や団らん、授業の予習復習、「貴品女性」を目指すマナー教

育等の実践の場となっています。 

2016 年 5 月 31 日には「ジェネリックスキル」の授業の一環で、「現代の名工」を

受賞された有名シェフを招きフランス料理マナー講習会が行われました。また、9 月

17 日には「貴品女性のお茶会」を開催し、受験生にお披露目しました。ケーキやお

菓子、紅茶などのおもてなしで、カフェの雰囲気を楽しんでいただきました。 

（イ）京都市交通局との連携事業 

本学と京都市交通局は観光振興と公共交通の利用促進について協定を締結してお

り、2016 年度も実践的なおもてなし学習として一日学生駅長を務め、地下鉄駅周辺

の施設や店舗を学生が取材、紹介するフリーペーパー「きゅんきゅん KYOTO」の発

行を行いしました。 

2016年 5月 29 日の地下鉄京都駅構内コトチカ京都で開催された「地下鉄の日 記

念イベント」、7 月 30 日に行われた地下鉄開業 35 周年と国立京都国際会館の 50 周

年を記念したイベント「地下鉄に乗って国際会館に行くっ！」、10 月 1 日の地下鉄

山科駅での「ニュイ･ブランシュ KYOTO2016」のイベントにも参加しました。 

（ウ）特別シンポジウム『5 年後の京都観光を考える』に参加 

ホスピタリティ産業ゼミの学生が、2017 年 2 月 15 日に京都商工会議所にて開催

された京都観光サポーター制度 特別シンポジウム『5 年後の京都観光を考える』

に参加し、「Change your image of ‟京都人”」とのタイトルでこれからの京都観光

について提案を行いました。 

ウ．子ども教育学部 

（ア）小学生を相手に本学の教授陣が授業！ ～夏休み子ども教室～ 

子ども教育学部主催の「小学生のための連続講座 子ども教室 2016」が、2016 年

8 月 6 日・7 日・21 日の 3 日間・6 講座が行われました。開講日には、厳しい暑さを

ものともせず、キャンパスに親子づれの元気な姿があふれました。教室は、子ども

教育学部の教授陣が担当し、在学生がアシスタントを務めました。 

（イ）高大連携での学生活動 

2016 年 11 月 18 日、子ども教育学部の４年次生 5 名が、大阪府立島本高校の保育

専門コースの２年生の授業において造形作品を指導。模造紙１枚に造形表現のいろ

いろな技法をもちいて秋の森の様子を製作することを担当しました。5 名 1 組のグ

ループに分かれて、模造紙１枚に絵本から得た秋の森のイメージを膨らませ、スタ

ンピングやスパッタリングやフロッタージュの絵画遊びのための造形表現技法を用

いながら制作しました。 
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（ウ）高槻市立小学校の２校で開催されたバリアフリー総合学習に協力 

2016 年 11 月 1 日 高槻市立三箇牧小学校、11 月 22 日 高槻市立五百住小学校で

行われた高槻市都市づくり推進課が主催する「子どもたちにバリアフリーの関する

幅広い知識と実践力を身に付けるバリアフリー総合学習」に 14 名の学生が参加。小

学生の「車いす体験」「アイマスク体験」「白杖体験」等の体験をサポートしました。 

エ．保育科 

（ア）リトミック教育 

特定非営利法人リトミック研究センターと連携し、２年間のリトミック教科（「音

楽リズムⅠ」「音楽リズムⅡ」）の履修により、「幼稚園・保育園のためのリトミック」

2 級・1 級指導資格（永久資格）が取得できます。音をよく聞き体を動かしながら、

楽しく指導方法を学びます。 

（イ）こどもまつり 

２年次生は学年全体で音楽劇「スイミー」の創作に取組み、発表しました。演技・

音楽・舞台美術と一人ひとりが役割と責任を自覚し、保育者としての自信とスキル

の形成につなげました。1 年次生は附属幼稚園児を招き、コーナー遊びを提供しま

した。手作りおもちゃの制作指導や運動遊びの補助を通して、発達段階に応じた制

作内容の工夫や、障がいのある園児へのサポートを実践的に学ぶ機会となりました。 

（ウ）夏・春の無料ピアノレッスン 

各人の経験やレベルに応じてスキルアップできるよう、2016 年度も後援会のサポ

ートを得て、希望者は夏休みと春休みの期間中に無料のピアノレッスンを受けるこ

とができました。  

（エ）ボランティアワーク 

１年次生は保育者に必要なコミュニケーション力等を、ボランティア活動を通し

て学んでいます。ボランティアは主に高槻市で行われる行事に協力し、実践した内

容を記録することで自己の課題を明確にすることができ、学びを深めました。  

（２）高大連携教育事業 

ア．平安女学院高校 

（ア）英語（火曜 4 限、担当/松本助教）及び幼児教育・初等教育の基礎（金曜 5・6 限、

担当/岩渕教授、山岡(広)教授） 

（イ）幼児教育進学コースでは、２年生・13 名及び３年生・10 名が、「子どもの心と教

育（担当／志澤）」を科目等履修生として受講、修了しました。本学に入学すると修

得単位として認められます。 

イ．大阪府立槻ノ木高校…子ども教育学部教員 
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（３）高槻市地域子育て支援拠点事業ひろば型 平安女学院大学「どんぐりの森」 

ア．乳幼児（０歳～３歳）と、その保護者を中心に、地域の方々が楽しく集い、子育て

の情報を交換する場を大学キャンパス内で展開しています。その様子は、学院ホーム

ページの「どんぐり日記」にて公開中です。 

イ．保育者としてのキャリアと自身の子育て経験を持つスタッフ２名以上が常駐。乳幼

児の心身の発達・衣食住・遊び・絵本や玩具にかかわる専門知識を持つ大学教員によ

る講習会や「おはなし会（絵本読み聞かせ）」ほか、外部講師によるリトミック・タッ

チセラピー・ベビーマッサージなどの講座を毎月行っています。また、幼児教育、保

育及び福祉の専門職を目指す学生たちにとっても、「おねえさんとあそぼう」等の行事

に参加し、運営を手伝うことで実地に学ぶ機会となっています。  

ウ．実施状況（2016 年度） 

月 開館日数 利用者(子ども) 月 開館日数 利用者(子ども) 

4 20 161 人 10 20 211 人 

5 19 136 人 11 20 191 人 

6 22 188 人 12 19 167 人 

7 20 244 人 1 19 198 人 

8 22 189 人 2 20 226 人 

9 20 198 人 3 22 266 人 

（４）就職支援・卒業後の状況（就職・進学） 

2016 年度も大学・短期大学部ともに内定率は 100％を達成し、５年連続となりまし

た。なお、厚生労働省・文部科学省発表の全国大卒内定率は 90.6％、短期大学は 86.5％

（2017 年 3 月 17 日付発表、2 月 1 日現在）となっています。本学の内定率 100％連続

達成は、教員・キャリアサポート担当に加え、後援会からの支援も得て、学生指導に

努めた結果です。 

国際観光学部では、将来の夢をかたちにするため、入学したその日から「キャリア

形成教育」「キャリアプログラム」「マンツーマン指導」の三位一体で、就職支援を行

います。子ども教育学部では、先生に「なりたい」から「なれる」に変わる、１年次

からの綿密なキャリアサポートを、保育科では「自分に合った職場で末永く」をテー

マとして就職を支援。就職者のうち有資格職率は子ども教育学部 81.8％、保育科 100％

と、卒業生の多くが資格専門職に就いています。また、公立小学校は子ども教育学部

8 名、公立保育職は子ども教育学部 12 名・保育科 4 名が合格しました。 

（５）後援会との連携 

ア．後援会助成金 

2016 年度も引き続き「学生就職活動対策費」150 万円、「就職対策講座費」140 万円

を頂戴し、次のとおり活用しました。また、「施設整備助成金」40 万円を両キャンパ

スのイルミネーション用 LED ライトの増設及び交換等の費用に充てました。 
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（ア）学生就職活動対策費  

ａ．職業適性検査受検料、リクルートメイクアップ講座料  

ｂ．筆記試験対策講座受講料、ＳＰＩ試験対策講座受講料  

ｃ．保育士・教員採用試験対策講座受講料  

（イ）就職対策講座実施費  

公立小学校・幼稚園教諭、保育士の採用試験合格を支援する「アグネス教師塾」

の外部講師費用、春休み短期集中ピアノレッスン外部講師費用  

イ．保護者就職懇談会 

京都キャンパスは 2017 年 2 月 11 日、高槻キャンパスは 2 月 4 日に開催。京都キ

ャンパスでは保護者 28 名・後援会役員 3 名、高槻キャンパスでは保護者 17 名、後

援会役員 13 名が参加しました。 

山岡理事長・学長から本学のキャリア教育・支援についての説明、学科及び教員

の紹介、キャリアサポート担当者からの就職環境・支援内容について報告、内定学

生による就職活動体験談についてのパネルディスカッションを行いました。また、

後半部分では担任教員が保護者の方との個別相談に応じ、大学と保護者がともに学

生の就職活動を支えあうことを確認する機会となりました。 

（６）文化創造センター 

ア．キリスト教文化 

京都キャンパスでの礼拝は、2016 年 5～7 月・10～1 月の各月 1 回、聖アグネス教会

にて行いました。12 月はクリスマス礼拝、1 月は成人祝福を兼ねました。アグネス寮

においては、各行事や月 2 回の晩祷によって学生との交流を深めています。 

（ア）2016 年度の年間特別礼拝と行事  

ａ．大学及び短期大学部 

4 月 7 日 入学感謝・始業礼拝（京都） 11 月 30 日 ｸﾘｽﾏｽ・ｶﾝﾀｰﾀ発会式 

4 月 8 日 入学感謝、始業礼拝（高槻） 12 月 16 日 教職員クリスマス礼拝 

6 月 15 日 語学留学出発礼拝 12 月 18 日 クリスマス・カンタータ 

11 月 1 日 逝去者記念礼拝 1 月 5 日 新年賀詞交歓会 

11 月 5 日 大学祭開会礼拝 3 月 15 日 卒業礼拝 

ｂ．聖アグネス寮  

3 月 31 日 入寮式（2016 年） 

12 月 4 日 クリスマス礼拝、祝会 

2 月 6 日 退寮式（2017 年） 

ｃ．附属幼稚園児のための礼拝  

6 月 8 日 花の日礼拝 ※4 月～9 月は年長組、10 月～3 月は  

年中・年長組が月 2 回、聖アグネス  

礼拝堂においてチャペル礼拝を行い

ました。 

10 月 26 日 収穫感謝祭 

11 月 15 日 幼児祝福式 

12 月 10 日 クリスマス礼拝 

12 月 12 日 燭火礼拝・キャロリング 
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（イ）2016 年度のチャペルトーク（特別講話）  

月日 担当教員 テーマ 

6 月 7 日 新谷助教（保育科） 私のしくじり体験 

6 月 28 日 平阪助教（子ども教育学部） 遠くて近い国スコットランド 

7 月 26 日 水野助教（子ども教育学部） 愛のうた 

11 月 2 日 長谷川教授（子ども教育学部） 言葉は楽し 

イ．国際言語文化 

資格試験 TOEIC IP (Listening/Reading) 

 実施日 受験者数 監督教員 

第 1 回 8 月 4 日 36 名 吉岡教授、黒井教授 

第 2 回 10 月 12 日 38 名 吉岡教授、黒井教授 

第 3 回 12 月 7 日 20 名 森教授、黒井教授 

第 4 回 2 月 16 日 22 名 吉岡教授、森教授 

（７）2016 年度施設設備関係整備事業 

ア．更新及び補修 

（ア）京都 

ａ．室町館１階（旧図書館）にエディカフェ新設 

ｂ．図書館を室町館２階に移設 

ｃ．入学センター資料室(M002 室)移設にともなう空調機器設置 

ｄ．室町館１階（２教室）のタイルカーペット貼り替え 

ｅ．室町館階段及び廊下パンチカーペットの取換え (4･2･1 階の破損部分、1･2 階

の経年劣化部分)  

（イ）高槻 

ａ．キャンパスにバス停「平安女学院大学」を設置 

ｂ．セントラル空調のポンプモーターの更新 

ｃ．トイレ改修工事…6 号館 1 階女子、8 号館 3 階女子 

ｄ．トロイの木馬補修工事 

ｅ．8 号館汚水ポンプ交換 

ｆ．受電設備「気中開閉器」交換 

ｇ．大教室用 AV 機材調整卓およびプロジェクター更新（4104・4105・4106 各教室） 

（ウ）情報処理関係 

ａ．Microsoft Office365 へのメールサーバ移行 

ｂ．中高校舎耐震工事にともなうネットワーク接続機器の移設 

ｃ．ＵＰＳ（無停電電源装置）の更新 

ｄ．ネットワーク機器の更新 

イ．主な点検及び検査 

（ア）高槻北消防署立入検査 （2016/8/18) 

（イ）高槻市環境保全課ボイラー立入検査 （2016/8/2) 

（ウ）消防設備法定点検（京都：2016/8/12、高槻：2017/3/6～3/7） 
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（エ）昇降機定期検査（京都：2016/9/8、高槻：2016/12/22） 

（オ）受電設備法定点検（2016/12/28、京都・高槻・アグネス寮） 

（８）現状の課題・これからの取組み 

ア．入学者の確保 

2015・2016 年度と大学の入学生数が減少し、2016 年度には大学の入学低位充足率が

58%に低迷、短大でも 2016 年度入学定員充足率が 57％に落込み、入学者の確保が喫緊

の課題となっています。高校を訪問してのアピール、オープンキャンパスや会場説明

会での高校生へのアプローチに加え、ＷＥＢ出願の導入、遠隔地出身学生奨学金制度

の新設、受験料の引下げ、12 月以降 3 月までの間、新たな広告展開を行いました。 

その結果、2017 年度は全学部で入学生が増加し、入学定員充足率は 2016 年度の

57.9％から 76.4％にまで改善できました。2018 年度は、入学定員充足率 100％を目指

します。 

イ．教育内容の充実 

（ア）国際観光学部では国際観光都市・京都の地の利を生かした「京都旅館宿泊プロジ

ェクト」「京都市交通局との連携事業」「修学旅行生ガイド」など実地学習で正課の

授業を補強して、現場で役立つ・必要とされる人材を育てます。 

（イ）就職する学生のほとんどが教育免許や保育士資格を生かして専門職に就く子ども

教育学部・短期大学部保育科では、キャンパスでの学びと両輪をなす実習に学生が

しっかり取り組めるようにします。さらに行政と連携したインターンシップや地域

でのボランティア活動を通じて現場実践力を身につけるようにします。 

（ウ）国際観光学部の２年次での語学留学プログラム、2016 年度は申込者が少なく催行

できなかった子ども教育学部のキッズイングリッシュ研修を継続します。 

ウ．教育環境の整備 

（ア）中高の耐震補強工事に続いて、2017 年度は大学京都キャンパスの耐震補強工事の

実施に向け準備に着手します。また、工事期間中の学習環境の確保・整備について

も早期に決定します。 

（イ）高槻キャンパスにおいては、設置後 30 年を経過した空調設備の更新、3 号館・8

号館の雨漏り対策等を実施し、基本的な学習環境を整えていく他、教室の視聴覚機

材についても一部更新を計画しています。 

（ウ）2017 年度は、大学・短期大学部が第三者評価を受けることになっており、この機

会を通して大学運営全般を見直し、課題解決や教員・職員のスキル向上を図ります。 

エ．就職率 100％の継続 

引き続き就職率 100％（分母は、就職希望学生数）を達成します。国際観光学部で

は、航空・観光・金融関連業種。子ども教育学部・短期大学部保育科では、教員免許

や保育士資格を生かし、公立の小学校、幼稚園、保育所への就職実績の向上を目指し

ます。 
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（９）資料編 

ア．在籍者数（2017 年 3 月 31 日現在） 

（ア)大学 ※2015 年 4 月より「子ども教育学部 子ども教育学科」に名称変更 

学  部 学  科 1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 合計 

国際観光学部 国際観光学科 57 55 74 68 254 

子ども教育学部 子ども教育学科 45 55 － － 100 

子ども学部※ 子ども学科 － － 52 80 132 

合   計 102 110 126 148 486 

（イ）短期大学部 

学  科 1 年次 2 年次 合計 

保育科 56 72 128 

イ．卒業者数（2017 年 3 月 31 日現在） 

学  部 学  科 
卒業者数 

9 月 3 月 

国際観光学部 国際観光学科 10 51 

子ども教育学部 子ども教育学科 0 75 

短期大学部 保育科 0 72 

合   計 10 198 

ウ.免許・資格等取得者数（2017 年 3 月 31 日現在） 

（ア）子ども教育学部 子ども教育学科 （イ）短期大学部 保育科 

幼稚園教諭一種免許状 小学校教諭一種免許状 保育士資格  幼稚園教諭二種免許状 保育士資格 

70 49 66  70 69 

エ．授業料・入学金等（2016 年 4 月 1 日現在） 

（ア）平安女学院大学 （イ）平安女学院大学短期大学部 

入学金 （入学時のみ） 250,000円  入学金 （入学時のみ） 250,000円 

授業料 （年額） 980,000円  授業料 （年額） 930,000円 

教育充実費 （１年次年額） 170,000円  教育充実費 （１年次年額） 170,000円 

 （２年次以降年額） 280,000円   （２年次以降年額） 340,000円 

入学検定料  35,000円  入学検定料  35,000円 

 WEB出願 25,000円   WEB出願 25,000円 

 WEB出願ｾﾝﾀｰ利用 10,000円   WEB出願ｾﾝﾀｰ利用 10,000円 

休学在籍料 （１年休学） 60,000円  休学在籍料 （１年休学） 60,000円 

 （半年休学） 30,000円   （半年休学） 30,000円 
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３．中学・高等学校 

（１）中高の現況と概要 

ア．2017 年度入学者を迎え、全校生徒数近年最高数 

耐震工事による仮校舎移転の中でも、安定的な入学者の確保のためには、生徒・

保護者の満足度を低下させない努力と、移転先の地域においても「支持される学校

づくり」の取り組みを推進しました。また、小学生女子を対象とした英語・体操ジ

ュニア教室は工事中も引き続き開催、順調に会員数を増やしました。 

結果、2017 年春の入学生は中学 52 名、高校 130 名、中高全生徒数 557 名となり、

近年最高の落ち込みの 2014 年度との比較で 104 名の増加、近年最高数であった 2010

年度との比較でも 17 名の増加となりました。 

イ．教育活動でも注目を集める成果が多数 

（ア）クラブ活動…強化クラブがそろって優秀な成績を修めました。  

ａ．体操部がインターハイ出場（新体操 女子団体）、近畿高等学校体操競技選手

権大会に 4 名が出場（器械体操 女子個人） 

ｂ．吹奏楽部が京都府大会で昨年に続き金賞を受賞 

ｃ．コーラス部が第 83 回ＮＨＫ全国学校音楽コンクール京都府コンクールで中学・

高校ともに銅賞を受賞 

ｄ．地域イベントに、バトン部や筝曲部等が積極的に参加し、学校広報に貢献 

（イ）地域イベント参加…地域との交流を行うようになって 3 年目を迎え、参加要請の

定着と交流が進んでいます。  

ａ．4 月に行なわれる三条商店街での吹奏楽部の演奏には商店、買物客など大勢が

参加して下さるようになりました。 

ｂ．仮校舎の地元で行なわれた今熊野・西陣学区夏祭り、堀川七夕祭りにはバトン

トワリングの演技披露や、イルミネーション・キャップアートなどを中学生徒会

が取り組み、西陣敬老会には筝曲部やコーラス部が参加するなど新しい取り組

みを行ないました。 

ｃ．新大宮夏祭り・あす KYO フェスタなどへの東日本大震災被災地応援実行委員

会の参加は恒例となりました。 

（ウ）進学実績  

ａ．立命館コースは、コース在籍生徒全員が立命館大学に進学 

ｂ．幼児教育コース 1 期生が、大学子ども教育学部・短期大学部保育科へ進学 

（エ）教科教育の取り組み…各賞受賞多数  

各大学主催の文芸コンテストや各種団体主催の作文コンクールやプレゼンコンテ

ストなどにおいて、優秀賞の受賞など生徒が優秀な成績を修めています。 

ウ．（ご参考）2017 年度在籍者数（2017 年 5 月 1 日現在） 

 2017 年度 2016 年度 前年度比増減 

中学校（うち新入生） 138 名（ 52 名） 124 名（ 55 名） ＋14 名（- 3 名） 

高等学校（うち新入生） 419 名（130 名） 392 名（156 名） ＋27 名（-26 名） 

合計（うち新入生） 557 名（182 名） 516 名（211 名） ＋41 名（-29 名） 
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（２）主な教育活動や行事 

ア．主な行事 

（ア）中高合同体育祭（2016 年 6 月 10 日 於：島津アリーナ京都）  

（イ）芸術団体鑑賞（7 月 15 日 於：アグネスホール）和太鼓･篠笛･筝などの演奏  

（ウ）文化祭（St,Agnes’Festival）（中学校：9 月 11 日 於：元西陣小学校（仮校舎）

と周辺、高校：9 月 23 日 於：KBS ホール）  

（エ）ビブリオバトル大会（中学校：10 月 17 日、高校：10 月 18 日） 

（オ）第 83 回クリスマス・カンタータ（12 月 17 日 於：カトリック河原町教会）約

1,200 名の来場。クリスマス献金 412,369 円は国内外 26 団体へ寄付。 

イ．修学旅行・研修旅行 

期間 名称 行先 

7 月 11 日～27 日 
高 2 立命館コース語学研修 

（Trinity Anglican School） 

オーストラリア 

（ケアンズ） 

11 月 1 日～8 日 
高 2 アグネス･ＥＳ・幼児教

育進学コース修学旅行 

ニュージーランド 

（オークランド） 

11 月 1 日～4 日 中 3 修学旅行 台湾 

ウ．中学校行事 

（ア）合唱コンクール（2017 年 2 月 23 日） 

（イ）第 3 回ライムタイムカルタ大会（St.Agnes' Ryme-Time Carta）（1 月 26 日） 

（ウ）レクリエーション大会（3 月 9 日 中学生徒会主催）  

（エ）農業実習（中１、年間 4 回実施） 

（オ）中２ 職業体験学習（2016 年 10 月 27～29 日） 

（カ）スマホ・ケータイ教室（中 1）、薬物乱用防止教室（全校生） 

（キ）校外見学学習…祇園祭・京都市動物園（中 1）、京都鉄道博物館（中 2）、神戸震災

記念館（中 3） 

エ．高校幼児教育進学コース 

（ア）幼稚園・保育所見学観察実習（1～3 年） 

（イ）卒業ピアノ演奏会（3 年）、公開ピアノ実技試験（1・2 年） 

（ウ）保育技術検定 1 級合格者が 5 名（3 年） 

（３）耐震補強改修工事 

仮校舎への全面移転で 2 学期中に全校舎で実施・完了する事ができ、安心･安全な

環境を整備しました。同時に、より快適な学習環境のため新しくクインビー棟（ク

ラブボックス・ピアノレッスン室）が完成し、校舎の廊下や教室の床の改修も行い

ました。 

（４）高大連携教育事業 

ア.平安女学院大学・同短期大学部との連携 

（ア）アグネス総合進学コースⅠ類…3 年生選択科目として開講 
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「英語」(通年、国際観光学部 松本助教)、「幼児教育・初等教育の基礎」（4～9 月、

短期大学部保育科 岩渕教授、10～3 月、子ども教育学部 山岡教授）。 

（イ）幼児教育進学コース…コース授業科目を大学教員が担当 

「子ども文化」（短期大学部保育科 井上准教授）、「子どもの発達と保育」（子ども

教育学部 水野助教）、「キリスト教保育」（ 大岡大学チャプレン） 

（ウ）幼児教育進学コース…2・3 年生対象に平安女学院大学集中講義「子どものこころ

と教育」（子ども教育学部 志澤教授）を高大連携科目として開講。 

イ．立命館大学との連携（立命館コース） 

（ア）１年…衣笠キャンパス見学、立命館大学院生、ブリティッシュコロンビア大学（BCU）

学生による英語を聞く、話す力をつける英語授業プログラム（TESOL プログラム 

2016 年 7 月 20 日～29 日）。 

（イ）２年…OIC（大阪いばらきキャンパス）見学、進路学習会のほか、高大連携科目と

して文学部教員による特別授業及びフィールドワーク。 

（ウ）３年…文学部アカデミックプログラム（1 学期 文学部希望者のみ）、立命館大学

文学部支援授業（2 学期）、入学前教育（3 学期）。 

（５）進学実績 

ＥＳコース卒業１期生 7 名は、四年制私立大学（平安女学院大学・同志社大学・

関西学院大学・龍谷大学・同志社女子大学・京都女子大学・名古屋外国語大学）へ

進学しました。補習授業のほか、春・夏の学習合宿（2016 年 8 月 22～26 日 クレフ

ィール湖東、2017 年 3 月 21～24 日 関西セミナーハウス）を実施しました。 

（６）国際交流・地域連携・ジュニア英語・体操教室 

ア. 姉妹校交流（隔年で訪問・受入を実施） 2016 年度は姉妹校訪問 

ウルスラ校訪問交流（2016 年 7 月 24～31 日）…セント･ウルスラ･カレッジ（オース

トラリア・クイーンズランド州ヤプーン）へ訪問。参加生徒 12 名、教員 2 名。 

イ．生徒・教員による地域連携・交流活動 

参加団体…吹奏楽部・ハンドベル部・筝曲部・コーラス部・バトントワリング部・中

学生徒会・高校 3 年アグネスコース生徒有志・東日本大震災被災地応援実行委員会 

日 時 商店街・会場 行事名 参加団体名 

4 月 17 日 三条 春季奉納祭 ハンドベル、吹奏楽 

7 月 30 日 新大宮 夏祭り 東日本実行委員会 

7 月 31 日 西陣小 夏祭り バトントワリング 

7 月 31 日 今熊野小 夏祭り バトントワリング 

8 月 6~12 日 堀川上長者町  京の七夕 中学生徒会 

10 月 16 日 西陣校区  敬老会 筝曲、コーラス、東日本実行委員会  

10 月 23 日 三条 秋季奉納祭 東日本実行委員会 

10 月 29 日 新大宮 ハロウィンパレード 吹奏楽 

11 月 23 日 京都府 あす KYO フェスタ 吹 奏 楽 、 東 日 本 実 行 委 員 会 

12 月 24 日 新大宮 クリスマスコンサート 高 3 有志 

ウ．ジュニア教室（英語・体操）2016 年度活動実績（2017 年 3 月 31 日現在） 
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 英語教室 
体操教室 

合計 
器械体操 新体操 

年間実施回数 33 回 25 回 25 回 83 回 

体験教室参加者数 18 人 9 人 22 人 49 人 

会員登録者数 34 人 18 人 31 人 83 人 

（７）卒業後の進路状況 

ア．立命館コース 33 名全員が立命館大学へ進学。 

イ．１期生となるＥＳ（エクスパート特進）コース 7 名全員が四年制私立大学へ進学。 

ウ．幼児教育進学コースから平安女学院大学への進学者は 11 名（国際観光学部 2 名、子

ども教育学部 6 名、短期大学部保育科 3 名）。 

エ．高等学校から平安女学院大学への進学者は 20 名（国際観光学部 9 名、子ども教育学

部 8 名、短期大学部保育科 3 名）。 

（８）現状の課題・これからの取組み 

ア．キリスト教学校としての教育理念を大切にした人間教育の発展を目指します。その

ために、一人一人の生徒が与えられた力を伸長させる教育実践を行ないます。 

イ．女子の優位性を伸張させる上での男女別学の成果を打ち出し、中学生 55 名、高校生

120 名の入学者の獲得に全教職員が万全を尽くします。 

ウ．本校への関心を高め入学に結びつけるために、ジュニア教室・地域イベント参加を

拡充・促進すると同時に、教育内容の広報を強化します。 

エ．授業評価を生徒・保護者対象に年 2 回実施し、主体的・探求学習を進める授業改革

に着手します。また、公開授業を促進させ、授業の質向上に取り組みます。 

（９）資料編 

ア. 卒業生数（2017 年 3 月 31 日） 

（ア）高等学校 （イ）中学校 

コース名 
3 年  

コース名 
3 年 

ｸﾗｽ数 人数  ｸﾗｽ数 人数 

アグネス総合進学Ⅰ類 2 41(+2)  グローバル・ステップ 
1 

17(-1) 

エクスパート特進 1 7(-5)  エクスパート・ステップ 9(-3) 

立命館 1 33(-16)  立命館・ステップ 1 13(-8) 

幼児教育進学 1 18(-)  合 計 2 39(-12) 

合 計 5 99(-1)     

（ ）内は前年比 
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イ．卒業生の進路一覧（2017 年 3 月 31 日現在） 

（ア）高等学校 （イ）中学校 

進 路 

コース 

計 

 

進  路 人数 
アグネスⅠ類 ＥＳ 立命館 

幼児

教育 

 

進
学 

大 学 33 7 33 12 85  進 平安女学院高校 36 

短期大学 2 0 0 5 7  学 他 高校  3 

専門学校 3 0 0 1 4  その他  0 

就 職 0 0 0 0 0  合 計 39 

そ の 他 3 0 0 0 3     

合 計 41 7 33 18 99     

（ウ）（高等学校）主な大学の合格者数 

大学 合格者 大学 合格者 

平安女学院大学 17 京都女子大学 1 

平安女学院大学短期大学部 3 京都外国語大学 1 

立命館大学 33 大谷大学 1 

関西学院大学 4 京都文教大学  1 

甲南女子大学  3 近畿大学 1 

同志社女子大学 2 大阪学院大学  1 

龍谷大学短期大学部 2 関西外国語大学短期大学 1 

関西大学 2 神戸女学院大学 1 

立教大学 2 甲南大学 1 

同志社大学 1 名古屋外国語大学 1 

京都産業大学 1 昭和女子大学 1 

龍谷大学 1 立教女学院短期大学 1 

ウ.生徒納付金（2016 年 4 月 1 日現在） 

種別 中学校 高等学校 備考 

入 学 金 100,000 円 100,000 円 
入学時 

施 設 費 20,000 円 20,000 円 

授 業 料 580,000 円 580,000 円 
1～3 年次年額 

教 育 充 実 費 175,000 円 175,000 円 

エ.2016 年度のクラブ活動等の成果・表彰一覧表 

（ア）体操部 

開催日 大会 成績 

5 月 3 日 
京都市中学校 

春季総合体育大会 
【新体操】団体総合 2 位 

5 月 21 日

～22 日 

京都府高等学校 

総合体育大会 

【体操競技】チーム選手権 3 位 

個人の部（種目別）（高 3）3 位 佐藤美貴 

【新体操】団体の部 A チーム 2 位、B チーム 3 位 

個人の部（高 1）3 位 木村遥伽 

（高 2）2 位 中村穂乃香、3 位 成田結 
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開催日 大会 成績 

6 月 4 日～

5 日 

京都府高等学校 

体操競技春季選手

権大会 

【体操競技女子】チーム選手権 3 位  

個人選手権 6 位 佐藤美貴、12 位 荒川紗季、13 位 山岡

みずほ、17 位 作山小夏（個人の部で近畿大会出場決定） 

【新体操女子団体】A チーム１位（インターハイ出場決定） 

B チーム 3 位（近畿大会出場決定） 

6 月 18 日 

～19 日 

近畿高等学校体操

競技選手権大会 

【新体操女子団体の部】A チーム 8 位 B チーム 12 位 

【体操女子個人の部】 

71 位 佐藤、88 位 荒川、89 位 作山、91 位 山岡 

8 月 11 日 
全国高等学校 

総合体育大会 
【新体操女子団体】 37 位 

11 月 5 日 
京都市中学校 

体操競技新人大会 
【新体操】<女子 中学団体の部> 1 位 

11 月 5 日 

～6 日 

京都府高等学校 

新人選手権大会 
【新体操】<女子・団体の部> 団体 1 位 

11 月 20 日 
第４回京都新体操 

クラブ選手権 
【新体操】（シニア）フープ 2 位 大家もな 

3 月 18 日 
第 3 回 AGG ジャパ

ンカップ(シニア) 
本選 6 位 A チーム（St.Agnes） 

(イ)吹奏楽部 

開催日 大会 成績 

8 月 6 日 京都府吹奏楽コンクール 【高校 小編成の部】 金賞 

11 月 23 日 
京都府ビッグバンドフェスティバル

オーディション合格者 

相澤 智穂（2017 年 1 月 29 日京都コ

ンサートホール出演） 

12 月 23 日 京都府アンサンブルコンテスト 【中学校の部】金管３重奏 「銅賞」 

12 月 24 日 京都府アンサンブルコンテスト 【高校の部】Sax ４重奏 「銀賞」 

(ウ)コーラス部 

開催日 大会 成績 

8 月 2 日 
ＮＨＫ全国学校音楽コンクール京都府

コンクール 
【中学校の部】 銅賞 

8 月 3 日 
ＮＨＫ全国学校音楽コンクール京都府

コンクール 
【高等学校の部】 銅賞 

(エ)その他、生徒の活動 

行事 成績 

京都府私立学校図書館協議会 
第 62 回青少年読書感想文コンクール（中学校） 

優秀賞 古山 侑佳 

京都府租税教育推進連絡協議会 
平成 28 年度 中学生の「税についての作文」 

京都府納税貯蓄組合総連合会 

会長賞 大家 もな 

日本ユネスコ協会連盟 2016 年度 寺子屋啓発リー

フレット制作プロジェクトコンテスト（中学校） 
奨励賞 遠藤 りさ・立入 麻羽 

京都教育懇話会主催、関西プレスクラブ共催 

高校生プレゼンコンテスト 2016 

日本漢字能力検定協会賞 

西 百合香 

同志社女子大学 

第 15 回「SEITO 百人一首」 短歌コンクール 
入選 前田 瑞季、山﨑 智香恵 

高等学校卒業生「京都私学振興賞」 

（決定後、翌年度に表彰受賞式） 
宮地 星詞留 
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４．大学附属幼稚園 

（１）現状と概要 

ア．教育時間 

曜 日 教育時間帯 時 間 

月・火・木・金 9：00～14：20 5 時間 20 分 

水 9：00～12：20 3 時間 20 分 

イ．教育内容 

本学の建学の精神であるキリスト教を基本として、幼児の健やかな成長を願い、  

遊びを通して、幼児期にふさわしい体験が豊富にできるような指導を展開しています。 

ウ．行事 

（ア）アグネス夏祭り…2016 年 8 月 28 日に幼稚園にて開催しました。 

（イ）運動会…10 月 15 日大学グランドにて行ないました。 

（ウ）クリスマス礼拝…12 月 10 日のクリスマス礼拝では、5 歳児がページェントを行

いました。12 日にはサンタクロースを招いて祝会、同日夕方に燭火礼拝及びキャロ

リングを行いました。 

（２）地域交流と子育て支援 

ア．こいのぼりフェスタ 1000…こいのぼりフェスタ 1000 推進協議会主催の催しに、  

５歳児が製作したこいのぼりを出展しました。 

イ．ミス・ブール記念ホームの慰問…花の日の一環として、５歳児が特別養護老人ホー

ムへ慰問に出かけ、歌を歌ったりジャンケンを一緒にしました。 

ウ．高槻アート博覧会…高槻アート博覧会実行委員会主催の巨大絵画アーケード展 

（11 月 1 日～30 日）に出展し、子どもたちを守る優しい恐竜を描き、出展しました。  

エ．園庭開放…毎月第２・４火曜日に園庭を開放。年間の参加人数は 443 名（子供の人

数）でした。 

オ．未就園児親子登園クラス（てんしぐみ）…月曜日と金曜日の 2 コースを設け、30 組

の親子が、年間 39 回ずつ登園されました。 

開室日  月曜日・金曜日（通常保育期間中）  

時間  10：00～11：30 

場所  未就園児保育室  

料金  入会金 3,000 円、月額 2,000 円 

カ．中学生職業体験受け入れ…職業体験として地域中学生 12 名を受入れました。 

（３）大学との交流 

ア．実習生の受け入れ 

（ア）子ども教育学科・短期大学部保育科から 10 名の実習生を受け入れました。 

（イ）平安女学院高校幼児教育進学コースから 2 名の実習生を受け入れました。 

イ．学園祭への参加 

オープニングで「ペンギンのプール体操」という体操を、約 50 名で披露しました。 
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ウ．クリスマスカンタータへの参加 

５歳児が聖歌隊の衣装を着て、聖歌を 2 曲歌いました。 

（４）園外保育 

ア．遠足…2016 年 5 月 24 日に伊丹スカイパーク、10 月 21 日に万博記念公園に遠足。  

イ．キャンプ…7 月 15 日～16 日に、5 歳児がウェルネスこども村（兵庫県丹波市）にて

一泊保育。 

ウ．雪遊び…2017 年 2 月 9 日に 5 歳児と 4 歳児が、六甲山スノーパークにて雪遊び。 

（５）預かり保育 

朝 8 時から夜 7 時まで開園。教育時間外を預かり保育時間として開室。 

ア．2016 年度利用状況…年間 1,705 人が利用されました。 

月 保育日数 人数 月 保育日数 人数 月 保育日数 人数 

4 月 22 日 91 人 8 月 17 日 99 人 12 月 18 日 129 人 

5 月 19 日 181 人 9 月 18 日 139 人 1 月 18 日 124 人 

6 月 22 日 182 人 10 月 20 日 155 人 2 月 20 日 134 人 

7 月 20 日 162 人 11 月 20 日 157 人 3 月 22 日 152 人 

イ．預かり保育時間 

曜日 月～金曜日（平日） 長期休暇中（夏・冬・春休みの平日） 

時間 8：00～9：00、保育終了～19：00 8：00～19：00 

（６）今後の課題・これから取組む事業の概要 

ア．園舎内の壁紙やトイレの補修を行い、園内の整備に取り組みます。  

イ．未就園児親子登園クラスを 2 コース設け、子育て支援に取り組みます。 

（７）資料編 

ア．保育料 

科 目 金額（月額） 金額（年額） 

入園料   ― １００，０００円 

保育料 ２１，０００円 ２５２，０００円 

教育充実費 ５，０００円  ６０，０００円 

計 ２６，０００円 ４１２，０００円 

イ．預かり保育料 

通常保育 長期休暇期間 

時間 
料金 

時間 料金 
午後保育 午前保育 

8：00～9：00 ３００ ３００ 8：00～ 9：00 ３００ 

保育終了後～16：00 ６００ １，０００ 9：00～12：00 ８００ 

～17：00 ８００ １，２００ 12：00～16：00 １，０００ 

～18：00 １，１００ １，５００ ～17：00 １，２００ 

～19：00 １，４００ １，８００ ～18：00 １，５００ 

月極め １５，０００ ～19：00 １，８００ 

  ８月のみ月極め ２０，０００ 
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Ⅴ 財務の概要 

１．2016年度の決算概要 

2016年度は、大きな事業として「中学高等学校校舎の耐震補強改修工事」、「京都キャンパス室

町館の食堂改修工事」と「高槻キャンパスのバス停新設工事」を実施しました。 

それにより当年度決算は、基本となる「教育活動収支差額」で、125百万円の赤字となりました。

（中高耐震工事関連経費 135百万円を補正すると、＋10百万円でした。） 

しかし、施設設備補助金（耐震工事関連）371 百万円の交付がありましたので、「基本金組入

前当年度収支差額」（旧：帰属収支差額）は、＋219百万円となり、良好な決算でありました。 

（１）収入では、「学生生徒納付金」が学生生徒数の増加により、2012年度を底に 4年連続で増加、

1,235百万円となりました。また、補助金は「経常費等補助金」と「施設設備補助金」の合計 787

百万円がありましたので、「事業活動収入」(旧：帰属収入)は、2,151百万円となりました。 

（２）支出では、「人件費」が 1億円割れの 997百万円、改修工事関連経費を含む「教育研究経費」

674百万円と「管理経費」228百万円、「借入等利息」22百万円 その他で「事業活動支出」(旧：

消費支出)は、1,932百万円となり、収支差額＋219百万円を確保することができました。 

（３）資金収支は、収入総額 3,271 百万円に対し、支出総額 3,266 百万円で 5 百万円の収入超とな

りました。これは、施設関係支出・工事関連経費は増加したものの、施設設備補助金の交付と借

入金調達によるものです。 

（４）2017 年度は、高槻キャンパスの空調設備更新、京都キャンパスの耐震改修設計の実施等を計

画しています。 

２．2016年度の決算内容 

（表１）は「事業活動収支計算書」、（表２）は「資金収支計算書」です。いずれも科目は大科

目で表示しています。それぞれの計算書を企業会計に当てはめますと、「事業活動収支計算書」は

「損益計算書」、「資金収支計算書」は「キャッシュフロー計算書」に該当します。 

（１）「事業活動収支計算書」（表１） 

ア．教育活動収支 … 本業の教育活動の収支状況を表し、125百万円の赤字です。 

（ア）収入の部の合計は、1,775百万円です。 

ａ.「学生生徒等納付金」は 1,235 百万円で、大学、短期大学部、高等学校、中学校、     

幼稚園の学納金の合計です。 

ｂ.「手数料」は 16百万円で、主たる収入は入学検定料です。 

ｃ．「寄付金」は 20百万円です。 

ｄ.「経常費等補助金」は 416百万円で、「施設設備補助金」以外の補助金です。 

ｅ．「付随事業収入」は 41 百万円で、京都学生用マンションや高槻アグネス寮費等です。 

ｆ.「雑収入」は 46百万円で、主たる収入は退職給与引当金戻入額です。なお、「資金収支

計算書」（表２）の雑収入には、退職給与引当金戻入額が算入されないので、差異があり

ます。 

（イ）支出の部の合計は、1,899百万円です。 

ａ．「人件費」は 997百万円です。なお、「資金収支計算書」（表２）の人件費支出には、退

職金支出を算入するため金額に差異があります。 

ｂ.「教育研究経費」は 674百万円です。学生や教職員の教育研究活動に要した経費です。 

ｃ.「管理経費」は 228百万円です。法人業務や学生生徒募集対策等に要した経費です。 

なお、資金収支計算書（表２）の教育研究経費支出および管理経費支出には、減価償

却額が算入されないので差異があります。 
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イ．教育活動外収支 … 財務活動による収支状況を表し、22百万円の赤字です。 

「借入金等利息」は、22百万円で、市中金融機関の借入金利息と学校債利息です。 

ウ．経常収支差額 … 経常的な収支状況を表し、146百万円の赤字です。 

「教育活動収支差額 ア」に「教育活動外収支差額 イ」を加算した額です。 

エ．特別収支差額 … 臨時的な収支状況を表し、365百万円の黒字です。 

主たる収入は、「施設設備補助金」371百万円と「現物寄付」4百万円です。 

支出の「資産除却損」は、工事に伴う破損人工芝の除却と不要廃棄図書で 10百万円です。 

オ．基本金組入前当年度収支差額（旧：帰属収支差額） 

… 毎年度の収支状況を表し、219百万円の黒字です。 

「ウ．経常収支差額」に「エ．特別収支差額」を加算した額です。 

カ．基本金組入 … 学校法人を維持するために必要な資産を継続的に保持するための組入額

で、本年度の組入額合計は、488百万円となりました。 

「第 1号基本金」は、建物、構築物、教育研究用機器備品、管理用機器備品、図書の当年度

組入高および過年度未組入高の当期組入高の合計で、488百万円を組入れました。 

「第 4号基本金」は、支払資金として保持すべき資金で、25高私参第 9号（通知）に従い

123百万円を取崩しました。 

 

（２）「資金収支計算書」（表２） 

ア．収入の部 

（ア）「借入金等収入」は 1,490 百万円で、市中金融機関からの長期借入金と短期借入金、

および学校債です。本年度は、耐震補強改修工事借入 600百万円がありました。 

（イ）「前受金収入」は 239百万円で、翌年度分の学生生徒等の授業料等です。 

（ウ）「その他の収入」は 37百万円です。 

大学では、競争的研究資金による諸事業に意欲的に取組んだ結果、日本学術振興会の 

「基盤研究」1件が新規に採択されました。結果、当年度の採択数は、継続している研究も

含め「基盤研究」3件と「若手研究」3件の 6件です。これに加えて分担者として、7件の

「基盤研究」で各研究課題に取組んでいます。 

イ．支出の部 

（ア）「借入金等返済支出」は 609百万円です。 

（イ）「施設関係支出」は 856百万円で、主な内訳は次のとおりです。 

中学高等学校校舎の耐震補強改修工事、京都キャンパス室町館の食堂・図書館改修工事、

高槻キャンパスのバス停新設工事、幼稚園校舎改修工事 他 

（ウ）「設備関係支出」は 30百万円で、主な内訳は次のとおりです。 

電話交換機器、楽器（ティンパニー、コントラバス）、救助袋、カラーコピー機、液晶プ

ロジェクター、給排水ポンプ、食堂厨房機器、給与明細配信システム、図書支出 他 

 



27 

 

  

2016年度　事業活動収支計算書　（表１）
2016年4月1日から2017年3月31日まで

（単位 千円）

予　算 決　算 差　異
2015年度

決算
2015年度決算

との差異

① ② ①－② ③ ②－③

学生生徒等納付金 1,226,451 1,234,954 △ 8,503 1,225,123 9,831

手数料 15,465 16,427 △ 962 15,391 1,036

寄付金 13,800 19,809 △ 6,009 14,414 5,395

経常費等補助金 400,439 415,903 △ 15,464 452,619 △ 36,716

国庫補助金 106,990 113,569 △ 6,579 140,480 △ 26,911

地方公共団体補助金 293,349 301,870 △ 8,521 311,538 △ 9,668

その他補助金 100 464 △ 364 601 △ 137

付随事業収入 40,000 41,114 △ 1,114 41,921 △ 807

雑収入 47,425 46,395 1,030 52,856 △ 6,461

教育活動収入計 1,743,580 1,774,602 △ 31,022 1,802,324 △ 27,722

人件費 1,001,443 997,023 4,420 1,007,549 △ 10,526

教員人件費 669,159 671,135 △ 1,976 663,351 7,784

職員人件費 330,564 325,083 5,481 335,476 △ 10,394

役員報酬 720 705 15 585 120

退職金 1,000 100 900 8,137 △ 8,037

教育研究経費 668,916 674,208 △ 5,292 519,384 154,824

（うち、減価償却額 ） ( 134,000) ( 134,865) ( △ 865) ( 123,822) ( 11,044)

管理経費 215,115 228,151 △ 13,036 198,706 29,446

（うち、減価償却額 ） ( 15,700) ( 14,580) ( 1,120) ( 15,087) ( △ 507)

徴収不能額等 1,000 0 1,000 149 △ 149

教育活動支出計 1,886,474 1,899,382 △ 12,908 1,725,787 173,595

教育活動収支差額 △ 142,894 △ 124,780 △ 18,114 76,537 △ 201,317

受取利息・配当金収入 600 834 △ 234 1,370 △ 536

その他の教育活動外収入 0 0 0 0 0

教育活動外収入計 600 834 △ 234 1,370 △ 536

借入金等利息 23,000 22,423 577 22,705 △ 282

その他の教育活動外支出 0 0 0 0 0

教育活動外支出計 23,000 22,423 577 22,705 △ 282

教育活動外収支差額 △ 22,400 △ 21,589 △ 811 △ 21,335 △ 254

経常収支差額　　　　　　　　　　　　　　（A) △ 165,294 △ 146,369 △ 18,925 55,202 △ 201,571

資産売却差額 0 0 0 0 0

その他の特別収入 372,000 375,249 △ 3,249 75,585 299,664

施設設備寄付金 0 393 △ 393 0 393

現物寄付 2,000 3,775 △ 1,775 75,585 △ 71,810

施設設備補助金 370,000 371,082 △ 1,082 0 371,082

特別収入計 372,000 375,249 △ 3,249 75,585 299,664

資産処分差額 6,642 10,349 △ 3,707 2,532 7,817

その他の特別支出 0 0 0 0 0

特別支出計 6,642 10,349 △ 3,707 2,532 7,817

特別収支差額　　　　（B) 365,358 364,900 458 73,053 291,848

【予備費】 　　　　（C) 0 0

200,064 218,531 △ 18,467 128,255 90,277

基本金組入額合計 △ 510,000 △ 488,410 △ 21,590 △ 256,311 △ 232,099

当年度収支差額 △ 309,936 △ 269,879 △ 40,057 △ 128,057 △ 141,822

前年度繰越収支差額 △ 6,123,858 △ 6,123,858 0 △ 5,995,801 △ 128,057

基本金取崩額 123,000 123,000 0 0 123,000

翌年度繰越収支差額 △ 6,310,794 △ 6,270,737 △ 40,057 △ 6,123,858 △ 146,879

（参考）

事業活動収入計　　（旧：帰属収入合計） 2,116,180 2,150,685 34,505 1,879,279 271,406

事業活動支出計　　（旧：消費支出合計） 1,916,116 1,932,154 16,038 1,751,024 181,130

経常収入計 1,744,180 1,775,436 31,256 1,803,694 △ 28,258

経常支出計 1,909,474 1,921,805 12,331 1,748,492 173,313

科　　　　目

教
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収
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出
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基本金組入前当年度収支差額　（A＋B－C）
　　　　　　　　　　　　（旧：帰属収支差額）
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（３）「貸借対照表」（表３） 

ア．資産の部 

固定資産と流動資産で前年度末に比べ 1,078 百万円増加し、8,733 百万円となりました。 

イ．負債の部 

前年度末に比べ 860百万円増加し、3,197百万円となりました。 

ウ．純資産の部（基本金＋繰越収支差額） 

前年度末に比べ 218百万円増加し、5,536百万円となりました。 

 
  

2016年度　資金収支計算書　（表２）
2016年4月1日から2017年3月31日まで

(単位　千円）

収　入　の　部 支　出　の　部

予　算 決　算 差　異 予　算 決　算 差　異
① ② ①－② ① ② ①－②

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 1,226,451 1,234,954 △ 8,503 人 件 費 支 出 1,002,943 999,123 3,820 

手 数 料 収 入 15,465 16,427 △ 962 教 育 研 究 経 費 支 出 534,916 537,566 △ 2,650 

寄 付 金 収 入 12,800 18,424 △ 5,624 管 理 経 費 支 出 199,415 214,898 △ 15,483 

補 助 金 収 入 770,439 786,985 △ 16,546 借 入 金 等 利 息 支 出 23,000 22,423 577 

資 産 売 却 収 入 0 0 0 借 入 金 等 返 済 支 出 608,800 608,800 0 

付随事業・収益事業収入 40,000 41,114 △ 1,114 施 設 関 係 支 出 850,785 856,350 △ 5,565 

受 取 利 息 ・ 配 当 金 収 入 600 834 △ 234 設 備 関 係 支 出 24,896 30,089 △ 5,193 

雑 収 入 7,425 12,092 △ 4,667 資 産 運 用 支 出 750 0 750 

借 入 金 等 収 入 1,440,000 1,490,800 △ 50,800 そ の 他 の 支 出 62,169 57,698 4,471 

前 受 金 収 入 215,796 239,478 △ 23,682 予 備 費 0 － 0 

そ の 他 の 収 入 32,110 37,544 △ 5,434 資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 48,964 △ 61,058 12,094 

資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 609,095 △ 608,012 △ 1,083 翌 年 度 繰 越 支 払 資金 763,784 875,255 △ 111,471 

前 年 度 繰 越 支 払 資 金 870,503 870,503 △ 0 

収 入 の 部 合 計 4,022,494 4,141,144 △ 118,650 支 出 の 部 合 計 4,022,494 4,141,144 △ 118,650 

科　　目 科　　目

2016年度　貸借対照表　（表3）
2017年3月31日

(単位　千円）

資　産　の　部 負債及び純資産の部

本年度末 前年度末 増　　減 本年度末 前年度末 増　　減

資産 負債 3,196,540 2,336,465 860,075 

固定資産 7,461,083 6,732,695 728,388 　固定負債 2,314,273 1,798,937 515,337 

　有形固定資産 7,287,663 6,557,243 730,420 長期借入金 1,515,000 850,000 665,000 

　　土地 3,409,257 3,409,257 0 学校債 490,100 603,700 △ 113,600 

　　建物 2,986,368 2,320,724 665,644 退職給与引当金 309,173 345,237 △ 36,064 

　　その他の有形固定資産 892,038 827,263 64,776 　流動負債 882,266 537,528 344,738 

　特定資産 120,000 120,000 0 短期借入金 205,000 205,000 0 

　その他の固定資産 53,420 55,452 △ 2,031 1年以内償還予定学校債 330,800 200 330,600 

流動資産 1,271,918 921,699 350,218 前受金 239,478 221,595 17,883 

　　現金預金 875,255 870,503 4,752 その他の流動負債 106,988 110,733 △ 3,744 

　　未収入金 386,416 30,610 355,806 純資産 5,536,461 5,317,930 218,531 

　　その他の流動資産 10,246 20,586 △ 10,341 　基本金 11,807,198 11,441,788 365,410 

第1号基本金 11,674,198 11,185,788 488,410 

第4号基本金 133,000 256,000 △ 123,000 

　繰越収支差額 △ 6,270,737 △ 6,123,858 △ 146,879 

合　　　計 8,733,001 7,654,395 1,078,606 8,733,001 7,654,395 1,078,606 

科　　目 科　　目

合　　　計
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（４）「財産目録」（表４） 

2016年度の「正味財産」（「資産総額」－「負債総額」）は、5,536百万円となり、前年度末の

正味財産 5,318百万円に対し、218百万円増加しました。 

 

（５）監事の監査報告書 

  

財　産　目　録　（表4）

Ⅰ.　資　産　額

１. 基本財産

土地 800,698.32㎡ 3,409,257千円

建物  44,487.73㎡ 2,986,368千円

その他の基本財産 892,038千円

基本財産　計 7,287,663千円

２. 運用財産

現金及び預金 875,255千円

引当特定預金 120,000千円

未収入金 386,416千円

その他の運用財産 63,666千円

運用財産　計 1,445,338千円

資 産 総 額 8,733,001千円

Ⅱ.　負　債　額

１. 固定負債

長期借入金 1,515,000千円

学校債 490,100千円

退職給与引当金 309,173千円

固定負債　計 2,314,273千円

２. 流動負債

短期借入金 205,000千円

1年以内償還予定学校債 330,800千円

前受金 239,478千円

その他の流動負債 106,988千円

流動負債　計 882,266千円

負 債 総 額 3,196,540千円

Ⅲ.　正 味 財 産　（資産総額－負債総額） 5,536,461千円

科   　　目 2017年3月31日



30 

３．財務状況の推移 

（１）基本金組入前当年度収支差額（旧：帰属収支差額）の推移 

 

（２）主要財務比率の推移   （評価 ＝ △：高い方がよい ▼：低い方がよい） 

比   率 
評

価 

2010 

年度 

2011 

年度 

2012 

年度 

2013 

年度 

2014 

年度 

2015 

年度 

2016 

年度 

人件費依存率   ※1 ▼ 86.4% 88.6% 87.6% 83.5% 83.6% 82.2% 80.7% 

人件費比率    ※2 ▼ 58.5% 59.4% 58.1% 54.5% 55.2% 55.9% 56.2% 

教育研究費比率  ※2 △ 22.1% 26.1% 27.4% 29.4% 29.3% 28.8% 38.0% 

管理経費比率   ※2 ▼ 12.4% 12.8% 13.6% 12.2% 11.8% 11.0% 12.9% 

事業活動収支差額比率 

（帰属収支差額比率）※3 
△ 4.9% -6.1% -1.3% 2.6% 2.6% 6.8% 10.2% 

流動比率 △ 193.8% 151.2% 57.9% 107.5% 119.7% 171.5% 144.2% 

基本金比率    ※4 △ 89.4% 89.9% 90.4% 93.9% 94.7% 96.1% 93.5% 

※1 分母は、学生生徒納付金です。  ※2 2015 年度より、新算式による比率です。（帰属収入→経常収入） 

※3 2015年度より名称変更。        ※4 分母は、基本金要組入高です 

  

（単位：百万円）

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 前年比

事業活動収入（旧：帰属収入）

学 納 金 1,263 1,163 1,100 1,140 1,187 1,225 1,235 10

補 助 金 485 425 406 441 483 453 787 334

寄 付 金 32 22 46 22 17 90 24 △ 66
（内、現物寄付） (5) (3) (25) (8) (1) (76) (6) ( △ 70)

事 業 収 入 42 41 39 42 46 42 41 △ 1

そ の 他 44 83 67 101 66 69 64 △ 5

計 1,866 1,734 1,658 1,746 1,799 1,879 2,151 272

人 件 費 1,091 1,030 964 952 992 1,008 997 △ 11

教 育 研 究 費 413 453 455 513 527 519 674 155

管 理 経 費 232 223 226 214 212 199 228 29

借 入 金 等 利 息 36 34 31 19 19 23 22 △ 1

そ の 他 2 99 4 3 3 2 11 9

計 1,774 1,839 1,680 1,701 1,753 1,751 1,932 181
（内、減価償却額） (146) (137) (135) (136) (139) (139) (149) (10)

92 △ 105 △ 22 45 46 128 219 91

事業活動収支の推移

（百万円）

科　　　　　目

事業活動支出（旧：消費支出）

基本金組入前当年度収支差額
（旧：帰属収支差額）

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

2,100

2,200

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

事業活動収入

（旧：帰属収入）

事業活動支出

（旧：消費支出）
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４．学校法人会計の概要と用語説明 

（１）学校法人会計基準の改正概要 

学校法人会計基準は、平成 25年 4月 22日文部科学省令により、学校法人の作成する計算書類

等の内容がより一般にわかりやすく、かつ的確に財政及び経営の状況を把握できるものとなるよ

うに改正されました。 

本年度（2015年度）以降の計算書類は、改正後の「学校法人会計基準」が適用されることにな

ります。主な改正点は次の通りです。 

ア．「資金収支計算書」では、活動区分ごとの資金の流れが分かる「活動区分資金収支計算書」

を新たに作成することになりました。 

イ．従前の「消費収支計算書」は「事業活動収支計算書」に名称変更されました。 

経常的収支（本業の収支を表す「教育活動収支」＋財務活動の収支を表す「教育活動外収

支」）と、臨時的収支（一時的、臨時的な収支を表す「特別収支」）に区分して、それらの

収支状況が把握できるようになりました。 

また、「特別収支」の後に毎年度の収支を表す「基本金組入前当年度収支差額」が新設さ

れました。これは従前の「帰属収支差額」で計算書に表示することになりました。 

ウ．「貸借対照表」では、保有する資産の調達源泉（他人資本・自己資本）を明確にするため、

旧基準の貸借対照表における「基本金の部」と「消費収支差額の部」を合わせて「純資産の

部」（自己資本）とし、その中で、「基本金」と「繰越収支差額」に分けて内訳を表示する

こととなりました。学校法人が作成しなければならない計算書類(財務３表)は次の通りです。 

〇資金収支計算書 

資金収支内訳表 

人件費支出内訳表 

 

〇消費収支計算書 

消費支出内訳表 

〇貸借対照表 

 

〇資金収支計算書 

資金収支内訳表 

人件費支出内訳表 

活動区分資金収支計算書 

〇事業活動収支計算書 

事業活動収支内訳表 

〇貸借対照表 

（２）計算書類（決算書） 

国または地方公共団体から経常費補助金の交付を受ける学校法人は、「私立学校振興助成法」

の定めにより「学校法人会計基準」に従って計算書類を作成し、公認会計士または監査法人によ

る監査を受けて所轄庁に届け出ることが義務づけられています。 

「学校法人会計基準」に定められている計算書類は、「資金収支計算書」、「事業活動収支計

算書」、「貸借対照表」の３表です。また、「私立学校法」により、これらの他に「財産目録」、

「事業報告書」を作成することになっています。 

ア．資金収支計算書 

（ア）「資金収支計算書」は、学校法人の当該年度（4月 1日～翌年 3月 31日）の諸活動に対

応する、全ての収入と支出の内容ならびに支払資金（現金預金）の収入・支出の顛末を明

らかにするものです。 

（イ）内訳として「資金収支内訳表」（学校法人、大学各学部別および大学計、短期大学部、

高校、中学、幼稚園、総額の組織別資金収支を記載）、「人件費支出内訳表」（人件費に

ついて組織別に記載）の他、本年度より新たに「活動区分資金収支計算書」を作成するこ

とになりました。 

（ウ）「活動区分資金収支計算書」では、「教育活動」（キャッシュベースでの教育活動の収

支状況）、「施設整備等活動」（当年度に施設設備の購入があったか、その財源が何だっ

たか）、「その他の活動」（借入金の収支、資金運用の状況等、主に財務活動）ごとに資

金の流れを把握することができます。 
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イ．事業活動収支計算書（従来の「消費収支計算書」を平成 27年度より、名称変更） 

（ア）「事業活動収支計算書」は、学校法人の当該年度の収支状況を区分別に表す重要な計算

書類です。収入と支出の内容を区分別に明らかにして、財務の健全性を表します。 

（イ）収入と支出について、本業での収支を「教育活動収支」・その結果を「教育活動収支差

額」、財務活動での収支を「教育活動外収支」・その結果を「教育活動外収支差額」、こ

の 2つの合計を経常的な収支として「経常収支差額」として記載します。 

（ウ）この後に資産売却や処分等の臨時的な収支を「特別収支」・その結果を「特別収支差額」、

以上全ての収入と支出の差額を「基本金組入前当年度収支差額」（従来の「帰属収支差額」

に相当）として記載します。さらに、「基本金組入額合計」、「当年度収支差額」、「前

年度繰越収支差額」、「翌年度繰越収支差額」と長期の収支バランスを示す項目が続きま

す。 

（エ）脚注には、新たに「事業活動収入計」（教育活動収入＋教育活動外収入＋特別収入）、    

「事業活動支出計」（教育活動支出＋教育活動外支出＋特別支出）を記載します。 

（オ）「事業活動収支計算書」は企業会計の「損益計算書」に類似し、営業利益、営業外損益、

経常利益、特別損益、当期税引前利益に該当します。 

（カ）各収支の内容は次の通りです。 

区 分 収 支 科  目 

教 育 活 動 収 支 
収入 

学生生徒等納付金、手数料、寄付金、経常費等補助金、 

付随事業 収入、雑収入 

支出 人件費、教育研究経費、管理経費、徴収不能額等 

教育活動外収支 
収入 受取利息・配当金、その他 

支出 借入金等支払利息、その他 

特 別 収 支 
収入 

資産売却差額、その他（施設設備寄付金、現物寄付、施設設

備補助金、過年度修正額） 

支出 資産処分差額、その他（過年度修正額） 

ウ．貸借対照表 

（ア）「貸借対照表」は、年度末における財政状態を表したものです。学校法人の資産に対す

る負債（他人資本）と純資産（基本金＋繰越収支差額〈翌年度繰越収支差額〉）（自己資

本）の額を明らかにします。 

（イ）資産は、「固定資産」と「流動資産」に分かれ、更に「固定資産」は「有形固定資産」

の次に「特定資産」（第２号基本金引当特定資産等）が新たに設けられ、「その他の固定

資産」と合わせて３つの中科目となります。 

（ウ）基本金は、学校法人がその諸活動に必要な資産を継続的に保時するために維持すべきも

のとして、その事業収入の内から組入れた金額です。 

第１号基本金 取得した固定資産の価額 

第２号基本金 
将来取得する固定資産に充てるために、事前に計画的、段階的に積

み立てる金銭その他の資産の価額 

第３号基本金 
奨学基金等として継続的に保持し、かつ運用する金銭その他資産の

価額 

第４号基本金 恒常的に保有すべき資金 

エ．財産目録 

貸借対照表の資産や負債について、具体的内容を表したものです。学校法人が所有する土地や

建物の面積、図書の冊数などを知ることができます。また、財産目録は、「基本財産」（私立学

校に必要な施設および設備またはこれらに要する資金）と「運用財産」（私立学校の経営に必要

な財産）に区分して記載することになっています 
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明治館

 

 

1893（明治 27）年 10 月に平安女学院の校舎として

建設されました。煉瓦造２階建で北側に玄関を開き、上

下で計 13 室あります。 

屋根は、切妻造３棟を南北行きに平行に連ね、これに

東側から切妻屋根を直交させる複雑な形式をとってい

ます。

 

 




